
インターリンガルな言語実践

一一混治と閉塞のキップリング<方言>学一一

上石実加子

1 have never been able to read Kipling calmly. 

-Sulman Rushdie1 

1 .はじめに一一絢騒ぎを覚えるテキスト

一つの文学テキストが一つの言語だけで書かれるのではなく、多言語の混成に

よって成り立つ例は、もはや 20世紀文学においては当たり前の志のになりつつあ

る。ことに英米文学においていうなら、いまや「英語Jだけを表現媒体としないテ

キスト群が、異言語の混成とあいまってハイブリッドな文化性を創出し、さまざま

な枠組みを解体する契機となって、く英米文学〉からく英語留文学〉へのパラダイ

ム変換を始動させている。

しかし、 19世紀後半イギリスの、特にキップリングく文学〉について考える場

合、彼の言語実践はあまり肯定的に論じられるものではないのかもしれない。これ

はひとえに、キップリングという作者に付された帝密主義擁護論者としてのレッテ

ルによるものである。彼のあまりにも有名な「白人の責務J"White man's burden" 

をうたった詩句は、優越した位置にある自分たちが、大国イギリスの庇護のもとに

ある植民地や勢力密内の人々に、文明の思恵を与え、彼らを「文明化jする使命を

背負っている「帝国意識J2を高らかに謡いあげるものであったことに加え、民族的

優越意識と大国の留民としての愛国心が、好戦的ジンゴイズムへと容易に転化され

るなかに、キップリング文学がその意識の代弁者となりえたことが、もはや毘知の

事実となっているからである。

i司自寺に、しかしながら、描かれる事物や人物があわせもつ様々な矛盾が、一枚岩

的な帝国主義像を揺るがすとする、キップリングのテキストのアンピヴァレンスに

注目する近年の論調は、キップリング文学の柔ITたな可能性を追求する試みとして注

目すべきところであるものの、キップリングのテキストに見受けられる人種に対す

る偏狭というものが、同時代的意向を反映した結果の産物であったとする理由づけ
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が存在してしまうこともまた時かである O サルマン・ラシュディは、彼のキップリ

ング論の中で、こうした理由づけによる人種的偏狭の正当化は、かつてのナチス・

ドイツの反ユダヤ政策を歴史的不可抗力として容認することができないのと同じく

らい許されないものだとしながらも、エッセイの最後で、「キップリングのテキス

トには、いつも許し難いと思えるところはたくさんあるのだが、同時に真実もたく

さん含まれていて、どうしても無視することができなしリ 3と締めくくっている。

本論は、キップリングのテキストに見られる言語の混渇性について考察するもの

である。彼のテキストは、英語をその基礎言語としながらも、いわゆる f英語」以

外の言語が混在したテキスト群が多く散見される。それは登場人物たちの会話に限

定的にあらわれるものであるが、「英語Jのなかにインド諸言語が混ざ、っていたり、

「英語Jをいわば辞書にあるように f正しく」発音しないく音声〉の異質性が強調

され、読者に対して、殊更に言語意識を強制させるテキストとなっているといって

もよい。その根拠は、すなわち描かれた登場人物たちが、すべて何らかの意味で辺

境に位置する人物たちであるという裏返しとして成り立つ。さらに、「キップリング

のテキストを決して“calmly"に読めたことがなかったJとするラシュディの言葉は、

キップリングのテキストが、彼にく胸騒ぎ〉を起こさせるものであったことを物語っ

ている。混成した言語から立ち現れてくるくノイズ〉ともいえるような、テキスト

から開こえてくるさまざまな雑音に満ちたざわめきが、心理的に訴えるものであっ

たとされる、そのキップリングの言語実践というものは、いかなるものであったの

だろうか。本論は、彼の言語実践から浮かび上がる「言語j とPう概念が、当時しミ

かなる編成のプロセスを述ったかを検証しつつ、キップリングの言語実践との相関

関係を探るものである。

2.方言f吏患の意留一ーテキストの戦略

英語のなかに異言語を混ぜること、ことにそれが被植民地の言語であった場合、

その言語実践が英語帝密主義を振りかざすものへと変貌することはまた、キップリ

ング文学において回避できない注B点であることは前述のとおりである。それは、

英語のある単語を正確に発音できない「インド人jを、英語のみを使用言語として

書いたテキストにおいて顕著となるといってよい。まず、はその例を、 PlainTales 

from the Hills (1888)に収録された“Beyondthe Pa1e"において晃てみたい。

この話は、アングロ・インディアンの主人公トレジャゴ (Trejago)が、若いイン

ド人の未亡人ピセサ(Bisesa) と領分を越えた恋に落ちる話である。ここでは二人

の会話が直接話法で書かれることが少なPo ピセサが話す場面は、彼女がトレジャ
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ゴの浮気を糞めるというー箇所のみである。そこでのピセサの言葉を参照してみる。

トレジャゴは、ビセサが西洋的な考え方を分かっていないのだと、彼女を説得しよ

うとするのだが、彼女はこう言っている。

'1 do not [know]. 1 know only this -it is not good出at1 should have made you 

dearer than my own heart to me， Sahib. You are an Englishman. 1 am only a 

black girl' - she was fairer出anbar聞goldin the Mint，一‘andthe widow of a 

black man.' (PTH 160) 

ここではビセサの話す英語は、例えば、キップリングの他の短編において見られ

るような、インド人が英語を話したときの独特の発音をそのまま表記した英語には

なっておらず、文法は別にしても、イギリス人が話すであろう英語とあまり変わり

はなPo しかし下線部に示したように、ピセサの発言のあいだに挿入された、ピセ

サについての説明が、このビセサの発話全体すらも、ピセサの発話をありのまま記

したというよりも、むしろ穆正がほどこされているととを示すものになっている o

一晃すると、ピセサの話す英語は、インド人が話す「英語Jを特別意識させるもの

にはなっていない。しかしピセサは、トレジャゴの名字である 'Christopher'を f正

確にJ発音できないとされている。

Bisesa was an endless delight to Trejago. She was as ignorant as a bird; and her 

distorted versions of出erumours from the outside wor1d， that had reached her 

in her room， amused Trejago almost as much as her lisping attempts to 

pronounce his name - 'Christopher.' The first syllable was always more出m

she could manage， and she made funny little gestures with her roseleaf hands， 

as one throwing the name away， and出en，kneeling before Trejago， asked him， 

exact1y as an Eng1ishwoman would do， if he were sure he loved her. (PTH 159) 

トレジャゴが、ピセサを一貫して東洋の無知で無垢な少女として見ているのが感

じられる上記の引用は、イギリスにとってのオリエンタルな他者としてのピセサを

浮き彫りにするものであり、加えて、彼女がトレジャゴのファースト・ネームを

「正確にj発者できない、愛らしくも滑稽な姿が、かえってイギリスと東洋の差異

に優劣を組み込むことになっていると指摘されても仕方のないことかもしれない。
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※ 

次に、英語と巽言語が混在するテキストを考えるが、その中でも作者キップリン

グが異言語を使用した意図がわかるテキストを例にとって、巽言語混在のテキスト

生成に、作者の意図が介在していることを確認しておきたい O

Just So Stories (1902)のなかに寸heCrab that Played with出eSea" (1902)という短

編がある。この短編では、英語のなかにマレ一語が混在する構成になっているが、

次のようなセンテンスがでてくる。

①“Kun?" said All-the-Elephant品 ere-was，meaning，“Is出isright?" 

②“Pay，αh kun，" said the Eldest Magician， meaning，つnatis quite right." 

(]SS 144) 

①②の再方に出てくる“kun"は、この物語のなかで何度も繰り返して出てくる言

葉であるが、上記のようにこの翻訳が“right"を意味するとして用いられているこ

とがわかる。しかしこれは誤りで、マレー語で“right"に椙当する語は“baik"もし

くは“betul"であり、そのマレ一語の使い方が間違っているという指摘がある七ま

た、この短編は、ウィリアム・スキート (WalterWil1iam Skeat， 1835-1912，言語学

者、語源辞典を編纂)の MαlayMagic(1900)を下敷きにして書かれたものであるこ

とが分かっているが、スキートのマレ一語による天地創造の伝説は次のようにして

はじまっている O

③“Kun" kata Allah， payah“kun" kata Muhamrnad: Menjadi benih...プ

アラビア語で“Kun"は英語の“be"に相当する。ここでは命令形で“Letthere be" 

となり、よって、乙の伝説の冒頭は、“L三tthere be，" said Allah， likewise “Let吐lere

be，" said Muhammad: a seed was created.…となるという指摘があるスキートは

このマレ一語を、次のような文になるとして解.説している:“Kun，"said God， "Payah 

kun，" said Muhamrnad， and a seed was created.スキートの脚注には、“payah"はお

そらく“supaya"の転説で“soalso"あるいは“likewise"という意味になるとある

このスキートの文と、キップリングの②を比較してみる o スキートは③の payah

"kun"を、“payahkun"としていることに注目したい。キップソングの②は、スキー

トによる変更を踏襲しているらしいことが読みとれる。また、キップリングの物語

において登場する蟹の名前が PauAmmaというが、この Pauは「マンゴ-Jを意味
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する語としてマレ一語にあるが、Ammaのような名前はないらしい。

なお、キップリングはスキートから実は彼の著書MalαyMα:gic(1900)を送られて

おり、それを下敷きにしてこの短編を 1902年に執筆・出版している。以下は 1935

年 1月5日に、キップリングがスキートに宛てた手紙の一部である。

You sent me， ye訂 sago， your Malay Magic out of which 1 took (“pinched" is 

another word for it) my tale ofωThe Crab出atPlayed wi出 tl1eSea"， and used 

your Eldest Magician， including the phrase Kun， Paya Kun;仕leRat; the Man in 

the Moon; Rajas Moyong Kaban and Abdul1ah; the Pusat Tasek， etc.， etc.τ11e 

evidence of this“adaptation" is as plain as print…8 

キップリングがつbeCrab that Played with the Sea"のなかでスキートのマレー伝

説を参考にしているのは、天地創造についてと、潮流の原I~ となった援についての

こ箇所である。キップリングがスキート宛ての手紙において“pinched"という単語

を使っていることからもわかるように、彼はかなり気まぐれに、その意昧に忠実で、

なくとも恋意的に、マレ一語をテキストに用いていることがうかがえる。スキート

のMalayMαgicの裏表紙には、キップリングの言葉の抜粋が引用されておりへ二

人の交友関係はもはや明らかであるが、このスキートが、語源学者であったという

ことを考えるに、キップリングの言語的関心の高さをある程j支想定することは可能

で、あろう。

かつてキップリングは、フレデリック・カウルズ (FrederickCowles) という見

習作家から、自作の作品を送られてコメントを求められたというととがあった。こ

れは、 1893年 7月19B宛てのキップリングからカウルズへの番簡において明らか

であるが、キップリングがカウルズに対してきわめて実用的なアドバイスをして激

励しているのがわかる o 例えば短縮のタイト jレについてであるが、カウJレズがつけ

たタイトル fジム」“Jim"はありきたりだとして、キップリングが異f本的に代案ま

で出している 10。そして、この手紙のなかで注目すべきは、キップリングが方言使

用に関して述べている笛所である。以下に引用する。

τbe dialect is unnecessarily misspelled. All you have to do is to give the reader 

a notion of the dialect. If he knows it he wil1 read in出erest.立hedoes not no 

amount of commas and elisions will help him.
ll 

読者に方言であるとわからせればいいのであって、もし読者がその方言を知って
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いれば、残りの部分を読んで分かるだろうし、もし知らなければ、コンマや省略が

いくらあっても読者には何の役にも立たない、とするこのキップリングの忠告に

は、キップリング自身が方言を文字化してテキストに移し変えるときの被の意図と

いうべきものが表現されている。方言使用は、読者に言語意識を強制させるキップ

リングの意図であるといえる。だが、その方言使用をテキスト上で実E美したキップ

リングが、その意図を読者に上手く伝えているかどうかは、後述するように全くの

別問題であった。

3. ダイアレクトかイディオレクトか一一一混渇と閉塞

キップリングは、ウルドゥ一語(印欧語族 Indic語派の主要な言語で、パキスタン

の公用語、またインドでも多く用いる)をはじめとして、ヒンドゥスターニ語(北

部インド・パキスタンで広く用いられる言語;その文語変種はインドでは Hindi、

パキスタンでは Urduとしてそれぞれの公用語)一一一つまりインドーパキスタン亜大

陸の 1)ンガフランカOinguafranca，一般に異民族問の混成共通語、仲介語、意志伝

達の掛け橋となるもの)についてよく知っていたといわれる。特にパンジャブ語

(印欧語族 lndic語派のひとつ)には精通していたようだが、実際、キップリング

は英語を話せるようになるず、っと以前に、ウルドゥ一語を習得している。インドで

生まれた披は、幼い頃、インド人の召使いであるミータ (Meeta) と終始その土地

の方言で話していた。彼が自身のボンベイでの幼年時代について自叙{云で書いてい

ることは、ウjレドゥ一語もしくはヒンドゥスターニ語は、その語で「物事を考え、

夢を見るJ12土地なまりの方言 (vernacularidiom)であったということである。イ

ギリスで教育を受ける前の幼年時にミータとの会話によって堵われた、キップリン

グの方言使用は、乳母から注意をうけるほど上達し、実際、夕食時に両親と話しを

する際、逆に土地言葉から英語に翻訳することによって英語を思い出し、非常にた

どたどしく f英語jを話したと言われている。 1882年、キップリングはラホールの

『シヴィル&ミリタ 1)-・ガゼット j(Civil and Military Gaze的)新聞宇土に就職する

ためにインドに戻る。イギリスでの教育を終えた彼は、このときまでに、ウル

ドゥ一語をすっかり忘れてしまっていたようだが、ボンベイに到着した瞬間に、子

供時代に覚えた言葉やフレーズが口をついて出てきたと Something01 Myself (1937) 

のなかで回想している 13 キップリングにとって、ウルドゥ一語をはじめとするイ

ンドでのリンガフランカは、彼が英昌人の血をもちつつも、れっきとした英語話者

となるまえに習得した「言語Jであったことをふまえておく必要があるだろう O

キップリングの数々の作品には、いたるところに、アラピア語、ぺJレシア語、ウ
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ルドゥ一語、ヒンディ一語、そしてパンジャブ語の言葉やフレーズがちりばめられ

ている O これらの言語は必ずしも英語に翻訳されているわけではないのだが、この

ような、大部分は英語で書かれたものに土地言葉を混合させているテキスト上の戦

略は、次のような 3つの効果を生み出していると考えられる。

①アングローインディアンという限られたの読者の共感をさそう。

②インドを知らない英語話者に対し、「音jからインドの情景を浮かび上がらせる Q

③現地言葉を直接出用することによって、視覚的にも聴覚的にも、テキストに臨場

惑を与えつつ、同時に差異を生み出している。

キップリングの執筆活動は、前述のように、インドの新聞社の編集の仕事ととも

にはじまった。よってその当時は、限られたアングローインディアンの読者を念頭

においてものを書いていたことになる。インドの言葉やフレーズが散りばめられて

いることは、①のようにアングローインディアンの読者にとって魅力を付け加える

ことになったと想像できる。しかしながら局時にまた、②のようにキップリングは、

インドものの作品群のみならず、一般の英語話者を対象にしたと思われる後期の作

品群にも同様に、インドーパキスタン言語を使用している。これは彼がオリエンタ

ルな言語をひけらかしているというよりもむしろ、ヴァージニア・ウルブの夫レナー

ド(LeonardWoo1f)がみずからのセイロン体験を綴った自伝の一節で I1当人たちは

多くの点で驚くほどキップリングの描く人物に似ていた。それは、キップリングが

インドにいるイギリス人をモデルにして正確に人物を造型したのか、それともわれ

われがキップリングの作品上の人物をモデルにして自分たちの人間像を作っている

のか、判断がつきかねたJ14と記しているように、インドにおける言語混潜の実態

をリアリスティックに伝えるための有効な装置となっているのである。また、イン

ドに一度も行ったことのない政治家が、キップリングの「インドもの」を熟読する

ことによってインドがどのような場所かを理解したといった挿話にも事欠かない 15

土地言葉によってその状況や会話が生き生きしたものとなっている例は、特に兵

士ものの物語群に見られるといってよい。インド!駐留英軍のアイルランド人兵士マ

ルヴェイニ- (Mulvaney)、臆病でソj¥柄なコックニーのオーセ 1)ス (Or出eris)、大

柄でぶきっちょなヨークシア人のリアロイド(Learoyd)が登場する物語群“On

Greenhow Hi11，" 'The Cour出19of Dinah Shadd" (両者とも Li舟注 Handicapに所収)、

“日isPrivate Honour" (Many lnventionsに所収)などはほんの一例にすぎないが、

“DrayW訂 aYow Dee" (In Black and Whiteに所収)や“Inthe Presence" (A Divers的y

01 Creatures tこ所収)など、インド人によって語られる話は、ありのままの現地乙と
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ばに近い精巧で、威厳のあるマナーで話しているという指締もあるへ一例としてリ

アロイドが登場する'TheThree Musketeers" (1887)をみてみる。

1 purshued a Hekka， an' 1 sez to the dhriver-divil， 1 sez， 'Ye black limb， there's a 

Sahib comin' for this hekka. He wants to go jildi to the Padsahi Jehannum ke 

ma併k，mallum-like Hell?寸isno manner av use bukkin' to the Sahib， bekaze he 

doesn't samj，αo your talk Av he bolos anything， just you choop and chel. Dekker? 

Go arsty for the first arder-mile from canton-mints.τ11In chel， Shaitan ke maJ升k，

an' the chooper you choops an' the jildier you chels the betler kooshy will that 

Sahib be; an' here's a rupee for ye. (PTH 6ι7) 

こうした兵士の話す混治した言語は、英領インドの陸軍に従事した者にとって

は、リアリズムを感じさせる機能をもつであろう。シャムル・イズラム (Shamul

Islam)は、英語を使用言語とする読者が、上記にみられるような土地言葉を知って

いる必要はないと指摘する。というのも、このリアロイドの話しぶりが、その言葉

や音、調子といったものとあいまって、まさに兵士 1)アロイドの荒っぽい性格を投

影しているからであるとする 17。異国の言語の音声によって作り出される雰毘気を

理解するだけで充分だということである。

この②の考え方は③と当然重なる部分がある。インドは西洋にとって、神秘や美、

暑い気候、托鉢増、ジャングル、象、あるいはエキゾチックな乙女たちというもの

と結びつけられてきた。そして 16世紀、 17世紀、 18世紀、 19世紀と、ヨーロッノf

文学は概してインドをはじめとする東洋について、このようなロマンティックな概

念を抱いてきたといってよい。キップリングは、まさに言葉によって読者の心の中

にくインド〉を現出させるという、苦からのオリエンタリズム的な連想をつねに戦

略として活用している。彼は、インドの内外に精通している者のごとく書いている

が、しかし彼は、何らかのかたちでミステリーや驚異の感覚、そしてインドに対す

る「隔たりJの感覚を維持しつつ、それを強調しているのである。“Inthe House of 

Suddhoo" (1886)において印形彫刻士 (seal-cu枕er)がおこなうインド魔法、手品

(jadoo work)のパフォーマンスが搭かれる o それをみている登場人物ジャヌー

(Janoo)がウルドゥ一語で叫ぶ言葉 "Aslinahin! Fareib"という言葉は翻訳され

ていない 18 イズラムによればこれは“notreal! Fraud"という英訳になるぬようだ

が、翻訳されないことによって、この言葉の持つ音が、ミステリーや驚異の感覚を

倍増させる役割を果たしているといえるだろう。ラシュディは、 SoldiersThreeや

In Black and同'hiteに登場する声を与えられたインド人たちが、多くの場合、本当
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は英語を話してはいないことを指摘し、さらに、こうした“Indiaspeak"の多くは、

'Ahoo! Ahoo!'や'Ahi!Ahi!'といったような感嘆の表現であることが多く、そのことに

よって、インド人たちが激発的なほとばしる感情しか持ち得ないことを示唆するも

のだと指摘 20し、イディオレクトであるとしている。また、オーセリスの話すコック

ニーには、アポストロフィーによる文字の省略が多く、ジョージ・オーウェルも、

キップリングの誌にみられる下層階級の話し言葉を模倣したものが、歪んだ階級的

視点でものを克ていると指撫している 21

彼の描くインドは、インドを知らない西洋人にくインド〉に関する情報を与える

ようなある種のリアル感がある。彼の方言使用はこの効果に一役かっている。しか

しながら毘時に、その言語に精通していない読者とのあいだに距離を作り出す要悶

ともなりえている。このような意味において、キップリングの例えばウルドゥ一語

龍用は、「掛かり合pJと f無関心」というオキシモロン的な奇妙な効果を擁立す

ることに成功しているといえるのかもしれない。

“Without Benefit of Cler幻T"(1890)を併にとってみてみよう。イギリス人とインド

人の恋愛の悲劇は“Beyondthe Pale"も同様のテーマを扱っているが、次の引用

は、ホー jレデン (Holeden) とアミーラ (Ameera)が、生まれたばかりの息子の

命名について議論する醤所である。

勺bencall him Tota， for that is likest English." 

“Ay， Tota， and that is still the parrot. Forgive me， my Lord， for minutue ago， but 

in truth he is too litt1e to wear all the weight of Mian Mitlu for name. He shall be 

Tota齢ourTota to us. Hearest thou， 0 small one? Litt1est， thou art Tota." She 

touched the child's cheek， and he waking wailed， and it was necessary to return 

him to his mother， who soothed him wi出 thewonderful rhyme of Are koko， Jare 

koko. (LH 146) 

このウルドゥ一語のフレーズが組み合わさったドラマティックな会話は、場面を

生き生きとリアルにさせているが、同時に、守0句"'Mian Miぬ1，''Are koko，' 'Jare 

koko'といったウルドゥ一語 22が、英語話者である読者、特にイギリス人読者に、

遠く離れたところの体験であるようなエキゾチックな気持ちにさせている。

方言をテキストにそのまま表記する音声としての文字化、そしてそれが文学にも

たらす効果は、特にキップリングのようなアングロ ω インディアンの作家において

は譲雑なものとなる。

キップリングの幾分意図的な方言使用は、おそらく確実に「キップリング風j
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"Kiplingesque"なるものの構成要素の一端をなすものであったに遣いない。例え

ば、ハリー・リケッツが“Kiplingesque"と言うとき、それは、詩集 Bαrrack-Room

Balladsにおけるトミー・アトキンズ (TommyAtkins) という英陸軍の白人兵卒に

対する同情的な要素、あるいは伺詩集に収録の“DannyDeever，"‘Tommy，"“Fuzzy-

Wuz尽"'The Widow at Windsor"などといった誌が共有しているもの、つまり

"common touch"であった 23。形式、内容、イディオムにおいて、それらは正真正

銘、一般向きで、郎座に歌や朗読としてポピュラーになったのである o コックニー

の方言で警かれたそのパラッドは、力強いユーモアと時には感傷的なペーソスを

もって、生活の辛苦や友情を表現するものであった。兵士たち自身に訴えかけたも

のは、彼らの境遇をキップリングが本当の意味で理解していると思わせることであ

り、その要因は、彼の方言使用にあったのだといえるのである。

キップリングは、前述したように、インド謡言語からなるイディオレクトのみな

らず¥いわゆる German-Englishともいうべきドイツ語なまりの英語も用いて、い

くつかのテキストを作成している。これは、 1860年代からアメリカをはじめ、ヨー

ロッパでも大ブレイクとなったチャールズ・ 1)ーランドの (CharlesLeland， 1824-1903) 

「ハンス・ブライトマン」パラッド (HansBreitmann Ballads)の影響によるもの

であることが分かっているが、リーランドとの関係については、稿をあらためて論

じたい。

19世紀末、アメリカではこのリーランドが火付け役となって、いわゆる方言詩と

いうジャンルが確立してくることに目を向ける必要がある。キップリングは 1894

年、アメリカであの fジャングル・ブックJ(The ]ungle Book) を発表する前年の、

1893年春、妻キャリーとのニューヨークへの旅行の際に、マーク・トウェイン (Mark

Twain， 1835-1910)やウィリアム・ディーン・ハウエjレズ (WilliamDean Howells， 

1837-1920)と出会い、同年 10丹、アメリカ著作者協会(官官Associationof American 

Authors) に参加し、アメリカの文人たちと交流をはかっている。 1)ケッツによれ

ば、ニューヨーク旅行において、キップリングが、地方作家として知られるハムリ

ン・ガーランド (Ham1inGarland， 1860-1940)や方言詩人のジェームス・ライリー

(J出nes悶ley，1849-1916)とも知り合いになっており、キップリングがライリーの詩

句batYoung Un"を熱狂的に賞賛したというエゼソードを紹介している 24 ガーラ

ンドはキップリングのことを、「口調が植民地風で早口な、ユーモラスな人jとし

て回想しているとあり、キップリングは夕食後、コブラや台風、熱帯地方の熱、風

のない海洋、 トラの吠えるジャングル、そして、とくに象のことを話してライリーや

ガーランドを楽しませ、ガーランド臼くキップリングは「睡眠状態にあるような話

し手J(a hypno註c匂lker)であったと伝えられている。
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4.言語帝掴主義一一「標準英語Jと「方言j

キップリングの言語の混治性と、当時の文壇におけるちょっとした方言詩ブーム

との関係性は、さらに殴米の、ことにヨーロッ}¥で隆盛する言語的関心とパラレル

の関係にあったと考えねばならないだろう。言語的関心、それは、異文化・異言語

との出会いから自国語を見直す意識との連鎖関係からうまれた学問分野にみること

ができる。例えば、 1783年にインドに渡った東洋学者ウィリアム・ジョーンズ卿

(Sir Wi1liam ]ones， 174ら94)がサンスクリット語に興味を持ち、翌 1784年、ベンガ

jレ・アジア協会 (AsiaticSocieザ ofBengal)を創設するが、 1786年2月2自の第三

崩年記念講演(官目立1IrdAnniversary Discourse)において、インドの吉典語であ

るサンスクリット語が、ギリシア語やラテン語と直接北較できる共通した特徴が見

られ、基本的語殺と文法的構造の要素を有すると指摘した上で、これは偶然の一致

ではなく、共通の祖語から発生しているためだとする発言をしたことで、言語間の

歴史的関係の熱心な，研究がヨーロッパで、行われていくことになる。ジョーンズ捌!の

声明が契機となって、 19世紀における、印医大語比較(歴史)言語学という近代的学

問が急速に発達したことはもはや周知の事実となっている。

こうした未知の祖語をめぐるロマンティシズムただよう言語進化を辿る試みは、

グリム、ポップと受け継がれ、シュレーゲjレの fインド人の言語と知性についてJ

を契機として本格化してくる。イギリスに比較言語学が普及してくるのは 1830年

代まで待たなければならなかったが、く百科事典〉からく言葉の辞典>25としての英

語辞典をはじめて編纂した、 18世紀ジョンソンによるく言語アカデミー思想>26を

根底とする英語辞典をきっかけとして英語辞書編纂の動きも高まり、 1842年にはロ

ンドン言語学会(官1ePhilological Society of London)が設立され、比較言語学の方

法と成果を取り入れた fオクスフォード英語辞典j(The 0.ゆrdEnglish Dictionary) 

を頂点として英語のく規範〉が整備されてくることになる。

「規範Jに向けての英語のく標準化〉は、その後四世紀にいたるまで注意深く、

意識的に、かつ持続的に行われ、 OEDを項点としてこのような「標準j英語の辞書

は完成したのである。「標準英語jの辞書は、 2世紀以上にわたって主にく教養ある〉

人びとの書き言葉を扱ってきた。「標準英語Jの辞書に見られる語はすべて引用に

よって裏づけされたものであることは言うまでもない。これらはしかるべき人が、

ある特定の語を容認可能なく標準英語〉で書こうときわめて意識的に使用した、と

いう「書かれたJ証拠であるのだ。「標準英語Jが変動しない傾向をもつのはく教

養ある〉人々が辞書や文法の中で保存されてきたとおりに当該英語を使うというこ

とに「同意したjからであり、したがってそれ以外の使用法は避けるように仕向け
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らオ1てきたからで、ある。

OEDの編纂は 1888年にはじまり 1928年にやっと初版が完成した。その一方で、

ウィリアム・スキート (1835-1912)による f英語語源辞典J(EりmologicalDictionαry 

ojthe English Language)の初版が 1879年から 1889年にかけて出てくる。また、 1873

年には英語方言学会(TheEnglish Dialect Society)が設立され、 1898年から 1905

年にわたって、 6巻から成る f英語方言辞典J(The English Dialect Dictionary)をラ

イト(JosephWright， 1855-1930)が出している。このような回世紀末の辞書編纂の

動きは、印歓言語各派および、個々の言語自体に関する研究業績が長足の進歩をと

げつつあった時代を象徴する成果ではあるが、一方で言語の統一化へと進む熱意と

連動しているとともに、また一方で、、伺一起源を拒む「方言」研究への摂りない興

味を裏づけしている。

初版が 1898年に出されたライト編纂の f英語方言辞典jは、 1700年以後のイギ

リス方言に関する唯一の包括的、学術的辞典であるとされるぺ各語の使用地域が

明示され、発音や直接的語源も示されている o 1898年 6月にオクスフォードで書か

れた、編纂者によるく序〉には、方言はしばしば当該言語の古い時代の姿をとどめ

ていることから、古英語、中英語の者韻組織 (phonology) に関連した様々な問題

の解.明に、この辞書が大いに役立つであろうと述べられている 28 さらにこの辞書

は、その大部分を英語方言学会による刊行物に拠っているとしている。これはもち

ろん、 OEDを生んだ母飴が、 1842年設立のロンドン言語学会であったことと同様

の意味を持っているということだ。 1873年、ケンブリッジで創設された英語方言学

会には、辞書編纂という明白な目的があったことを裏づける記述である。

英語方言学会の初代会長は、前述の f英語語源辞典jの編纂者でもあるスキート

がつとめ、会計をカートメル(J.W. Car肢lel1)が担当している。 1876年に本部はケ

ンブリッジからマンチェスターに移転して会長がスキートからノーダル(].H. 

Nordal)に変わり、会計ーはミルナー (G.Milner)になったが、このマンチェスタ一

本部は 1893年まで続き、 1893年から今度は本部がオクスフォードに移って、この

辞書の編纂者であるライトが会長に就任することになり、 1896年まで会は存続する

ことになる。

f英語方言辞典jの刊行は 1898年からはじまり 1905年まで続く。ライトは、こ

の辞書の編纂にあたり、英医全域から資料を収集するのにかかった歳月を 23年間

と記している。これはまさに英語方言学会が設立された 1873年から 1896年までの

23年間という数字に一致するものである。学会の終わりをライトは次のように述べ

ている。
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After the Dictionary had been begun， it was no longer necessary to continue the 

existence of the Socie守， and it was accordingly brought to an end in 1896 after it 

had published 80 volumes， all of which are being incorporated in the 

Dictionar/9
• 

18世紀後半から 19世紀にかけて、長年にわたって伝統的な文学作品の集積が多

少なりとも研究し尽くされてしまうと、口語および特に方言に対して従来より大き

な注意が払われるようになる。両者は初期段階の研究では比較的軽視されてきた分

野であるが、音声学が本来の地位を得て、へンリー・スウィート (HenrySweet， 

1845-1912)による、発話の形における語の優位を率直に認識するという先駆的業績

が意味をもってくるようになった。言語進化のもっとも根本的な法則は、まず何よ

りも生きた言語から引き出されるべきであって、その語句が一定の形で文字にされ

た場合、きわめてゆがんだ反映となることがあるということが認識された。ス

ウィートは、 1870年以後、雑誌 fアカテ会ミ-J (Acαdemy)に書評の筆を取り、英語

学に関する新書などの紹介をし、また同じくこの頃、彼は初期英語テキスト協会

(Ear1y English Text Socieザ)(1864年創立)に入会し、吉期英語資料の校訂、編纂に

たずさわることになった。そして 1874年、スウィートは 29歳の若さで言語学会の

会長に就任している。これは、学会の f会報J(Proceedings)に発表した f英語音

史J(“History of English Soundsつによってその学識を会員にあまねく認められた

ことによるものだ。彼はこの論文において中世から近代に至る英語の音韻史を通覧

し、 1877年には『音声学ハンドブックJ(Rαndbook 01 Phonetics)を著わして現代の

口語にまで到達した。なお論文と同名のタイトルで彼が著わした著書『英語音史i
(History 01 English Sounds)は、 1888年に出版されたが、これは近代英語の文語が

中期英語のロンドン方言に起源をもっとするもので、同年にドイツの学者ローレン

ツ・モールスバッハ(工βrenzMorsbach. 185Cは945)が同じ内容を記した論文「近代英

文語の起源についてJ(Ueber den Ursprung der neuenglischen Sch吋持strach)を発表して

いる。スウィートの f英語音史れま、ヱリス (AJ. Ellis)の『初期英語の発音j(1869-

89) (Early E:ηglish Pronunciation) とともに、 19世紀における英語史上、二大文献と

称されている 30 19世紀末以来、ヨーロッパにおける言語研究が「現用話法J“五吋ng

speech"を基礎とする傾向に転じたのは、主としてスウィートの努力によるもので

あった。

方言研究が人気を集めるようになった背景には、やはり 19世紀の半ばごろ、理論

的な言語学的考察から生まれた方言学の隆盛がある。やがて本格的な学関としての

社会言語学へと成立をみる過程において、「新文法家J(new grammarians)として知
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られる 1870年代後半に出現した言語学者の一派 31などの一群の学者たちが、言語の

本質は死諮や書かれた言語よりも、現在話されている近代語において観察されるべ

きだ、とする見地から、現代語研究の必要性と言語機能の考察の必要性をi唱えてい

る o よって彼らが確信した点とは、発音変化は一つの言語集留において一様に変化

するものであり、すなわち、言語には構造的な組織があり、一つの言語内での変化

はその組織内では首尾一貫しているだろうということであった。しかしながら、そ

の成果は、特にドイツとフランスで全く予期に反するものであったため、この新し

L瓦一群のく言語学〉者は、次第にく方言学〉者と呼ばれるようになり「言語には全

く一様な変化はなpJと提唱しはじめるに至ったのである。なお、前述したスウィー

トは、[新文法家」の主張に著しい共鳴を感じ、なかでもヘルマン・パウル (Hermann

Paul， 1846-1921)の名著 f言語史原理j(1880) (P:行nzipiender Sprachgeschichte)に影響

をうけて、 f言語の実践的研究J(1899) (Practical Study 01 Languages)を書いたとされ

ている。

われわれは今や、言語にはく一様性〉があると信じることがあるものの、本当は

そうではないことをも同時に知っている。しかし、各個人は決して孤立した言葉を

言舌す存在ではないことも心得ている。いくつかの言語集団が分解して、通常、〈一

様性〉のあるものとなっても、そのなかに様々に遣った段階を持つようになる。〈一

様性〉の最も少ないのは謡言語間においてであろう。そのく一様性〉が高まること

で一つのく言語〉を形成する。さらにその程度が高まることで、方言が生まれる。

ならばく方言〉すらも〈一様性〉という幻想を携えた学者の創りあげた枠組みに過

ぎむないのだろうか。

こうして 18世紀、 19詮紀にかけて、きわめて実体的であり疑いえないように克

えた「標準英語jが徐々に捉えどころのないものになっていくのは 1920年代をゅう

に過ぎた頃である 320 r標準英語Jが現実に存在するというのは、物理的な形をとる

というよりも、心理的な面の操作によって一層意識化されることによるもののよう

だ。つまり英語を話す大部分の人が、何かある種の権威としての「標準語jを求め

る、意識の高まりというものと連動するものと考えられうる。また、方言辞典は、

:tili理的な差異による言語どうしの差異を扱ったものであることから、しばしば、聞

きなれない言語を話す地へ赴いての方言収集という作業は、人類学的、博物学的な

興き味と連動しているものと考えられるだろう。まさに、 19世紀比較言語学が、民俗

学研究に及ぼした影響が大なるものであったように、よって、「口承文芸」という

言葉が「フォークロアを近代文学のイデオロギーが収奪するときのラベjレJ33とし

て解釈されてくるように、辞書編集者の意図が何であれ、また、彼らが記録した単

語の意味変化が偶然であるにもかかわらず、英語の語繋が、〈卑しP>起源からヴイ
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クトリア朝英語の項点、にく進化〉したという言語進化論が整備されていったのであ

る。

18世紀末から 19世紀へと、英語の優越性を信じたために、他の言語に対する敬

意が衰え、大英骨子医の拡大は、英語の優越'性に対する確信を助長した。しかしなが

ら、見逃してはならない点は、 1870年代から高まる方言に対する一層学問的な関心

は、言語学者たちがく音〉の変化の規則性を求め始めたことからきているというこ

とである。つまり、標準語には規則牲を示さないことがすぐにわかったのである。

なぜなら、標準語のもとになったのが方言の混合だったからである 34 よって、田

舎の方言に規則性を求めることから方言調査が生まれ、言語の標準化が進むことに

よって土地の方言が滅びてしまうという危慎から、調査の緊急J性が加わり、先にあ

げたライトなどの方言辞典の編築に拍車がかかった。

5.くノイズ〉としての文字一一義別化か特殊化か

方言のく音声〉をく文字〉に翻訳するという考え方は、デリダ流にいえば、音声

言語中心主義の体制内でのく音声〉とく文字〉との関係性が、さまざまな西|政文化

の二項対立の階層性の問題に適応されてきたとなろう。音声を文字にする支配者か

ら被支配者への権力にあらわれる階層性が、キップリングのテキスト生成に重ね合

わされるのなら、やはり彼の方言使用は差別化へとむかう。しかしながら、 f民一

項における内的階層性J35ということに考えをむけるなら、乙とはそう単純に解釈

はできなくなるだろう。

同じことが、〈音声言語〉とく文字言語〉の体系内にも起きている。たとえば、

あるく音〉は汚く、あるく音〉は美しく価値があると見倣される。(中略)そ

して、方言問の差別化がある。ある方言のく音〉は「雅Jであり、ある方言の

く音〉は「野卑Jだとされる。人間の発しうる可能的〈音声〉は、一体どれだ

けあるのだろうか。そのく音声〉群の中で、一定の言語体系は有限価の〈音声〉

を排他的に選択・使用し、他のく音声〉は抑圧する。ところが、そうした抑

圧・排除されるく音声〉は、制度的にふさわしくないとされるだけに、個人的

感矯の表出にはいっそう有効となる 36

方言を用いることによって、それがヨーロッ}"¥カミらの優越的な視線にさらされる

場合、方言使用は差別化のシステムに組み込まれることなる。また、それがあこが

れの視線に沿って用いられる場合、方言は特殊化される乙とによって臨場感を生み
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出す装置となる。方言を使用することが、物語テキストに刊を「付け加えるjのか。

方言は、確かに、作家が直接介入することなく、その登j若人物のキャラクターを雄

弁に物語る O 方言は、 C.S.)レイスの言葉をかりれば、 il羽社会J"closed circle"的な

i司族意識を高める共同体をつくりだす力を持っている 37 方言の広範な利用は、少

なくとも部分的には個々の集団同士の精神的な緊張関係をも映し出す。内集団の観

察に内在する高められた区別の感覚をとおして、特殊性と特異性は、イデオロギー

的なものであることを強く主張されもする。キップリングのテキストにときおり顔

をのぞかせる、執t幼なまでのく共同体意識〉が、集団というものを、社会に呑み込

まれる人間が死よりもむしろ生に近づくことを潜在的に選択させるようなものであ

ると仮定してみる。かくして方言は、ある作品に対して迫真性を付加するよりもむ

しろ、ナイーヴな道具に過ぎないのかもしれない。 このプラスとマイナスは、しか

し、実は結対的なものに過ぎないのかもしれなl'0重要なのは、差別化に向かうか

特殊化に向かうかという問題ではなく、その両者の境界をめぐる札蝶が生じている

ということ、つまりは、境界を乗り越えようとする力と、境界を生み出そうとする

力が同時に作用している、その磁場に読者をたたせるのが、方言という言語媒体で

あるということだ。

英語をめぐる規正化の動きは、辞書編纂をはじめとするアカデミズムが、「言語jを

密い込んでいくことから生み出されるモノリンガルな文学の奨励をうながすことと

なった。この標準文語なるものは、実は OE時代から存在し、それぞれの時代にそ

の規正のされかたに差異はあったものの、英語の宙定化は、英語の歴史が 18世紀末

のある時終わったという印象を与えかねないのは、少なくとも書き言葉標準語にお

いては、標準語の形にその後の変化がほとんどなかったからだというへ

しかし、レイモンド・ウィリアムズも指摘するように、 1860年以持、イングラン

ドの階級構造が決定的に変化をとげて、教育のある人々の慣用法が中産階級のそれ

と同一視されるなかで、この 19世紀になってはじめて、話し言葉を意味する「標準

英語J(“Standard Englishつということを耳にするようになり、この f標準jが、

もはや共通語ではなくて、基準語の意味を含んで、階級的話し言葉という新しい概

念が意識される 39

例えば、キップリングがオーセリスというコックニーを話す人物を登場させてい

るが、ロンドン言葉である「コックニ-Jのルーツは、 Cockneyという語が coken叫 r

(雄鶏の卵)、つまり劣った、価値のないもの、という意味をもっ語からきているが、

古くはチョーサーの時代から使われている。しかし、コックニーが使われだした頃

には、「わるい英語J(bad English) という観念とは無縁であった 40

コックニーがロンドン東部地区の労働者階級の話し言葉へと変化していったこ
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と、また、それが徐々に「下層のJr耳障りなJr下品な」という評価を下されるよ

うになったのは、「正しい英語Jの規範が求められた 18世紀のサミュエル・ジョン

ソンの時代であったわけだが、労働者階級の一般的認識を決定したのは、学問的方

言調査ではなく、ヴィクトリア朝時代後期に発布された教育条例で、あった。 1870年

に教育法が発布されるが、それ以前でも、学校教育費の支給は、児童の読み・書

き・算争f.I(Three Rs)の能力テストと結びつけられていたという。 1862年の改正教

育令によって、学校は児童 1人あたり 8シリングの支払いを受けたが、児童がいず

れかの試験で、落第すると、その 3分の lを失った 41 このテストは、読み書き能力

を測る有用な尺度となるという核心に基づいていたが、読み書き能力の概念自体が

貧弱化してきたのである。読み書き能力のある人は、書き言葉を必要とする社会的

に有用な仕事を遂行することができる。これは、単語を理解し、それを綴る能力を

含むが、これらの能力を実行にうっす能力をも含んでいる。成績によって支給をう

けることの効果は、学校教育費支給全体をゆがめることであり、それはまた、言語

評価に落第という概念を導入したのである。

貧困に悩むイーストエンド地区では、これらの教育改革はほとんど効果がなかっ

た。つまり、この地区の話し言葉は改革されぬままに終わった。ロンドンの労働者

階級の話し言葉が「上品な英語jから離れはじめると、多くのヴィクトリア朝時代

の作家たちの注目を引き始める。 19世紀末までには、コックニーは急速に調刺の対

象となって国定概念化されていくことになる。ここに至って、ショーをはじめとす

る人びとが「コックニ一方言Jという言い方をはじめることで、 fコックニ-Jは

生活様式はもちろんのこと、話し方とも同義になったのである。もちろん、こう

いった、通りで話されている言葉をテキストのなかであらわそうと試みた最初の小

説化はチャールズ・ディケンズである O 彼はその英語で、育った。しかし、ディケン

ズでさえも、その文字化の仕方は不正確であった。

イギリスにおける f英語」をめぐる学問と教育によるさまざまな体fljlJは、明らか

に非標準英語を差別化する方向へと導くものであったが、キップリングが主に物語

の舞台としたインドにおいて、真の意味でのこ言語併用がはじまったのは 1835年

である。この年、歴史家のトマス・マコーレーがインド社会教育委員会の委員長と

して、 fイングランドの歴史J(Hisfory 01 England)とし、う、ヨーロッノT文化の擾越性

を徹底的に代弁する著書を出し、マコーレーの主張が蓋ちに採用され、英語は政

治、教育、立身出世の言語となり、インドの威信言語となってはいった。だが、英

語を話す大量の行政宮や陸軍士官、教育者、宣教師たちがインド亜大陸中に英語を

広めた結果、支配者と被支配者のコミュニケーションの手段として広く使われるよ

うになった英語は、「標準英語jでは決してなく、 Babu英語、または Cheechee英
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語という被支配者インド人の英語であったことを見逃しではならないだろう。そし

て、その土壌にねざした言語実践をおこなったキップリング自身もまた、「口調が

植民地風」であったことを考えれば、彼の言語実践は、まさにインドでさまざまに

ひしめくくノイズ〉を文字に変えるイディオレクトをうみだしていたのだというこ

とになろう。

6. むすび

アンソニー・ノTージェスに表現によると、 f英語とインド諸島言語との結合は、カ

ルカッタとロンドンの口語表現、シェイクスピアの古文体、バザーんの喧騒、人々

がとなえるヒンズー教の神々の名、インドの訴訟用語、事務員風英語の苛立つた甲

高い戸、これらすべてをあわせ持つてはじめて完全となる言語J42を生み出した。

それは決してく純正〉な英語ではなく、多くの要素が混入された異言語的な英語に

ほかならない。インドで話される英語の発音は、最も Puld{a(純正)な Oxbridge

(オクスフォードかケンブリッジ大学という伝統ある名門大学)風な明確な発音か

ら、街頭で耳にする不明掠なピジンに至るまでさまざまであるはずなのだ。「英語j

の標準化の頂点、をなす fオクスフォード英語辞典jに、インド諸言語からの借用語

がいかに多いことか。多種類の言語をもっ留が、多くの声でく英語〉をっくりかえ

てしまう英語盗用のプロセスの果てに、キップリングのテキストにおける言語実践

はみえてくるのである。

文語的であろうと慣用的であろうと、インド英語の形成は、イギリス社会の親イ

ンド派の要素とインド文化の革新的かつ即応的要素との結合からうまれたものであ

るo その前者の代表するのがキップリングであったという指摘 43すらある。キップ

リングのテキスチュアルな実践は、単に英語を基礎語として異言語を混在させる英

語帝国主義なのであろうか。いや、むしろ、彼の言語実践は、「英語jと「異言語J

というパイリンガルな実践のうえにあるものではない。彼のテキストにあらわれる

「英語」というある種完結した概念を突き崩すく英語〉と、異言語との双方向的な

借用・移入のすえに、まさに、「英語」と「インド諸言語Jの中間からしか立ちょ

がってこない、〈インターリンガル〉な言語実践であったというべきなのではない

だろうか。
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注

キップリングのテキストは、TheMandalay edition of the works of Rudyard Kipling (New York: 

Doubleday， Page， 1927)のシリーズ全日巻を使用。引用に際しては以下の省略記号を用い、括弧内

にページ数を明記した。 PTH，Plain Tales From the Hills， 1886-1887; ]55， ]ust 50 5toriesfor Little 

Children; LH， Life's Handicap。本文に施されている下線およびイタリックはすべて筆者によるもので

ある。

Salman Rushdie， lmaginary Homelands: Essays and Criticism 1981-1991. (London: Granta Books， 

1991)，74. 

2 木畑洋-rイギリス帝国主義と帝国意識J北JII勝彦・乎田雅博編『帝国意識の解剖学j(世界忠

想社、 1999年)， 30頁。ここでいう「帝国意識」とは、 f他民族に対する帝国主義支配を支え正

当化する意識口心情jであり、「世界政治の中で力を有し地球上の他民族に対して強大な影響力

を及ぼす帝国支配屈に自分が属しているという意識であり、それは自国に従属している民族へ

の人種的差別感に基づく侮蔑惑と自民族についての媛越感とに支えられていたJ(25頁)意識と

いう意味で使用。

3 Salman Rushdie， 80. 

B. E. Smythies，吋breeMore or Less Malay Phrases，" Kipling ]ourηal 60: 23'1. (London， 1986)， 35. 

5 Walter William Skeat， 1900. Mαlay Magic: being An lntroduction to the Folklore a匁dPopular 

Religion ofthe Malay Peninsula. (London: Benjamin Blom， 1972)， 584. 

6 B. E. Smythies， 35. 

7 Walter William Skeat， 4. 

8 B. E. Smyせlies，35. 

9 “lne cry of hosts [wel humour 

Ah! Slowly， toward the light." 

Rudyard Kipling 

10τbomas Pinney， ed.， The Letters of RuのardKiPling 1890-99. Volume 2. (London: Macmillan， 

1990)，104.ちなみに代案は ωTheFemale of his Species"，“A little Progress"，“Progressive Euchrず，

“Ace Orson of Black Hawl王"と pったL功ミにも個性的なタイト jしである。

11 lbid. 

12 Rudyard Kip1ing， 1937.50methiηg of Myself. (New Delhi: AES Reprint， 1997)，3 

13 lbid.， 39. 

14 Leonard Woolf， G仰 wing:An Autobiogr.αthy ofthe Years 1904-1911. (London:τbe Hogarth Press， 

1961)，46 

15 小泉允雄「英国文学にみる帝留意識の生成と崩壊J~仁川勝彦・平田雅博編 f帝毘意識の解剖学j

(世界思想社、 1999年)、 53-86頁を参照。

16 Dennis Duffy，“Kipling and the Dialect of出eTribe，" Dalho悶 ieReview. 47 (1967)， 344. 

17 Shamul Islam，“Kipling's Use of lndo-P込山taniLanguages，" Kipli昭 ]ournal.171 (lρndon， 1969)， 17. 

18 同様の指摘が、DonRandall， Kかling'slmperial Boy: Adolescence and Cultural均bridiちと (NewYork: 

Palgrave， 2000)， 149-50.にある o ここでも翻訳されない“subcontinentallanguages"とのハイブ

リッドな言語実践について指摘があり、特に Kimについて「必要以上にハイブリッドjである

との言及がある。言語的ハイブリッドについては RobertJ. c. Young， Colonial Desire:劫Ibridiか

in TJ与eory，Culture and Race. (London and New York: Routledge， 1995)，20-2.を参照。

19 Shamul Islam， 18. 
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20 Salman Rushdie， 77.ラシュディーはこうして言語が浪成された会話体がキップリングのイディ

オレクトであるとしている。

21 George Orwell，“Rudyard回pling，"eds.， Sonia Orwell ancl 1an Angus， The Collected Essays， 

journalism and Letfers 01 George Orωell. Volume 2. (penguin Books， 1970)，221. [JII端康雄編 rG.

オーウェ jレ 鯨の!j~のなかでj オーウエル評論集 3 ， 平凡社ライブラリー， 1995年]，208員。

22 Shamul Islam， 18.イズラムは不自然なウルドゥ一語だと指J脅している。

23 Harry悶cketts，The U尺forgivingMinufe: A Lile 01 Rudyard Kipling. 仏ondon:Chatto & Windus， 

1999)，162 

24 Jbid.， 197-8参照。 1890年にキップリングは‘1'0James iVhitcomb Riley"と題する詩をiきいており、

ライ 1)ーとの関係性がうかがえる。 1)ケッツは地方的な主題を持ち、土地ことばを使用する作

家として、キップリングとライリーの共通点を指摘しでもいる。

25 OEDに至るまでの主要な英語辞書をあげると次のようになる。

Robert Cawdrey. A Table Aかhabeticall.(1604) 

John Bullokar‘ An English Expositor. (1616) 

Henry Cockeram.刀'1eEnglish Dictionarie. (1623) 

τnomas Blount. Glossograhia. (1656) 

Edward Phillips. The New World 01 English Words. (1658) 

Elisha Coles島 AnEηglishDictionary. (1676) 

Edward Phillips. 刀'zeNew World 01 Words， corrected， and imρroved by johrt Kel古り人 (1706)

Nathan Bailey. An Universal Etymological English Dictionary. (1721) 

Nathan Bailey. DictionaバumBritamzicum. (1730， 1736) 

Samuel J ohnson. A Dicuonary 01 the Engli:Sh Language. (2 vols.， 1755) 

百10masSheridan. A General Dictionary olthe English Language. (2 vols.， 1780) 

John Walker. A Critical Pronouncing Dictionary and Eψositor 01 the Ertglish Language. (1791) 

Charles Richardson. A New Dictionary olthe English Language. (2 vols.， 1836-37) 

コードリーによる平明な英語の辞書、難解単語集として英語辞書は出発し、 17，8世紀における

学問の普及と識字層の拡大に呼応して、ベイ 1)ーまでの辞警は、前例にならったいわゆる百科

事典的な情報累積の英語辞書であった。書名に“dictionary"を用いたのはコカラムが最初では

あるが、大陸の新しい言語思想に立脚して英語辞書を縦纂したのはジョンソンがはじめてとい

うことになる o

26 母国語を育成、浄化し、ラテン語に劣らぬ文化語の地位にまで高め、のちにはそれを「宙定」

して「変動jや「堕落jから守ろうという考え。

27 永嶋大典 f英米の辞書一一盛史と現状j(研究社、 1974年)によれば、次のようにこの辞警の初

j坂は 1898年ではなく 1896年から 1905年となっている (182頁): Joseph Wright， The English 

Dialect Dictio匁ary.6 vols. London: Messrs. Simpkin， Marshall， Hamilton， Kent & Co.， Ltd.， 1896-

1905。 また、佐々木達 f言語の諸相j第 2版(三省堂、 1972年)によれば、ライトは 1881年

に{英語方言辞典』の編纂を引き受け、資料のー!替の充実をはかったが、 ClarendonPressをは

じめとするイギリスの出版社が、いずれも事業の成功を危ぶんでLヲiき受けなかったため、 1895

4三に本格的な編集活動に入ったとある (463・64頁)。

28 Joseph Wright， ed.， 1898. 1五eEηglishDialect Dictionary. 2 vols.位心ndon:Oxford University Press， 

1970)， vi. 

29 Ibid.， vii. 

30 佐々木達『言語の諸相j第 2版(三省堂、 1972年)、 450-51頁。

3 
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ば、 neo-grammariansあるいはドイツ語でJung Gramnatikerとも言われる。 AugustLeskien， 

1840-1916; Kar1 Brugmann， 1849-1919; Ber出oldDelbruck， 1842-1922; Hermann Paul， 1846-1921な

どがいる。

32 前掲書、 160頁。

33 今揺龍太・西方自犬彦「二十世紀的移動のゆくえJr越境する世界文学j(湾出議関新柱、 1992

年 12月)、 89頁。

34 J. A. Simpson and E. S. C. Weiner， eds.， The 0ゆrdEηglish Dictionary. Second edition (Oxford: 

Clarendon Press， 1989)， xxv. この序文には次のように標準英語そのものの方言的起源が言及さ

れている。:Down to the Fifteenth Century the language existed only in dialects， al1 of which had 
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